




基本的なPCI治療の流れ



PCI PCI PCI

PCI治療に不可欠な3つの製品



カテーテル分野は、低侵襲治療の広がりによって
大きく拡大し続けている市場です。
朝日インテックの主力製品であるガイドワイヤーは、
現在世界110を超える国と地域で展開しており、
BRICsを中心とした新興国の経済発展により、
これらの地域におけるカテーテル治療の症例数も
大きく増加しつつあります。
朝日インテックは、こうした時代の流れに的確に
対応し、成長市場が求める医療に不可欠な製品を
供給していくことによって、グローバル規模での
持続的な成長を目指しています。

では、グローバル規模でシェアを拡大し続けている
朝日インテックの競争力の源泉はどこにあるの
でしょうか。









新規中期経営計画「ASAHI Going Beyond 1000」を策定し、販売・開発・生産の
それぞれの分野におけるグローバル化の加速化を目指しています。

朝日インテックでは、「低侵襲治療製品を機軸とし、開発から
製造・販売までトータルサポートできるグローバル医療機器
企業へ」をテーマとして、医療機器の製造に加え、販売力の
強化による収益拡大を図ります。

医療機器分野を主軸として収益基盤を強化し、グローバル
医療機器企業への飛躍を目指します。

新中期経営計画「ASAHI Going Beyond 1000」の詳細は、こちらをご覧ください。

新中期経営計画「ASAHI Going Beyond 1000」
1.グローバル市場の戦略的な開拓と患部・治療領域の拡大
2.グローバルニッチ市場における新規事業の創出
3.グローバル展開に最適な研究開発・生産体制の構築
4.持続的成長に向けた経営基盤の確立











PCIガイドワイヤー

PCIガイディングカテーテル

PCIバルーンカテーテル

貫通用カテーテル

マイクロカテーテル

脳血管用ガイドワイヤー

詰まったり狭くなったりした血管を通過し、
カテーテル治療に使用するPCIバルーン
カテーテルやステントなどの様々な医療機器
を病変部まで運ぶために必要なガイドとなる
のがPCIガイドワイヤーです。

穿刺部から冠動脈の入口にかけて留置される
中腔のチューブ。PCIガイドワイヤーやPCI
バルーンカテーテルなどの様々な医療機器を
冠動脈の入口まで安全に運ぶ役割を果た
します。

詰まったり狭くなったりした血管を押し拡げる
ためのカテーテル。PCIガイドワイヤーに沿って
挿入され、先端についた直径１～5mm程度の
バルーンを膨らませることによって内側から
血管を広げる機能をもっています。

PCIガイドワイヤーが詰まった血管を通過する
際に、PCIガイドワイヤーの通過を補助する
カテーテルです。

頭部や腹部などの血管へ挿入し、造影剤や
薬剤などを注入して検査・治療を行うための
カテーテルです。

脳動脈瘤などの脳血管内治療の際に、
マイクロカテーテルなどの様々な医療機器を
病変部まで運ぶために必要なガイドとなる
ワイヤーです。





PCI (Percutaneous  Coronary  In te rvent ion )・・・経皮的冠動脈形成術。PCIはもっとも代表的な冠動脈狭窄の治療法であり、冠動脈に
バルーンカテーテルを挿入し、バルーンを膨らませて狭窄部分を拡げる治療法です。近年では、ステントを使用した治療法や狭窄除去などの
治療法を含めてPCIと呼ぶこともあります。
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